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申・問：ボランティアセンター武蔵野（VCM） 

    電話 0422-23-1170 FAX 0422-23-1180 メール vcm@shakyou.or.jp 

お父さんお帰りなさい！ようこそ地域へ！ 

やさしい絵画講座 

おとぱサロン 

●講 師：滝沢 具幸 氏 

●会 場：市民社協会議室  

●対 象：シニア世代の男性・女性 

●定 員：10名程度（申込順） 

私のノート ～エンディングノート～ 

おとぱサロン 

●講 師：武蔵野市高齢者支援課 職員 

     武蔵野市福祉公社 職員  

●会 場：市民社協会議室 

●対 象：シニア世代の男性・女性 

●定 員：10名程度（申込順） 

～苦手な方も大丈夫！絵をたのしみましょう！ 

絵の世界に触れてみませんか 

絵の見方や描き方について体験しましょう 

VCM運営委員 

田中 邦忠 

丸３年にわたるコロナの期間、ボラ

ンティアの世界でも Zoomを始め各種

の SNS が使われるようになりました。

おとぱでも Zoom 会議が中心の時期が

続きましたが、暑さ寒さばかりでなく

雨でも雪でも家で定時にクリックすれ

ばOKの便利さを享受しました。 

昨年 9 月からはコロナによる人数制

限は残されていたものの、おとぱの活

動は基本対面となりました。 

実際に集まることになると、天候ば

かりでなく移動時間の制約も感じます

し、Zoomと違い顔の大半はマスクで見

えないのですが、人の発する熱量や存

在感の影響なのでしょうか、「やっぱ

り対面だね」「話しやすいね」といっ

た声が多く聞かれます。 

SNS の便利さも生かしながら、定年

後の皆様と「人を感じ」「場を共有」

する活動を展開したいと思う今日この

頃です。 

実行委員募集！ 

おとぱサロンやパーティを

一緒に企画・運営していただ

ける方を募集しています。 

ご関心のある方は、VCM

までご連絡ください！ 

http://2.bp.blogspot.com/-WYYqFG-W6GA/UOFJ2TlSFoI/AAAAAAAAKCU/zWlKs775CAw/s1600/bunbougu_fudebako.png
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災害ボランティアセンター運営訓練を 

実施しました！ 
１月 21 日（土）に災害ボランティア

センターの運営訓練「防災ボランティア

訓練」を実施しました。この訓練は 28

年前に発生した阪神・淡路大震災がきっ

かけでつくられた『防災とボランティア

週間』に合わせて毎年実施しており、市

民や関係機関・団体の皆様と一緒に実施

しています。 

今年度も新型コロナウイルスの感染防

止対策を講じながらの実施となりました

が、例年行ってきた「ボランティア役」

の一般公募を再開しました。また、今年

度は「やさしい日本語」での案内や掲

示、物資受け渡し・オリエンテーション

を行う「ステーション（仮想）」の設置

などの新たな試みを行いました。 

「ボランティアへの依頼内容」を
「ボランティアにお願いしたいこ
と」に変更するなど、各種様式
の項目や案内表示を、やさしい
日本語での表記にしました。 

災害ボランティアセンター併設の
中央ステーションに加え、西部と
東部を想定したステーションを会
場である市民文化会館の屋外
駐車場に設置し、３か所での物
資受け渡し・オリエンテーションを
行いました。 

お仕事サロン作品展示販売会を 
開催しました！ 

今年度２回目の作品展示販売会は当初の予定

から変更となり、１月 28 日（土）に開催しま

した。今回の目玉は手芸作品です。新しい手芸

ボランティアさんにより作られた様々なデザ

インの布地バックに割ぽう着、エプロン、作

務衣、ひざ掛けなどが並びました。 

花ふきんや編み物作品、テンミリオンハウ

スきんもくせい利用者の方の作品も並び、ご

来場いただいた皆さんも楽しんで作品をご覧

くださっていました。 

前回よりも来場者数が増え、少しずつ作品

展示販売会が周知されているようです。 

ご寄付いただいた布地や毛糸がボランティア

さんの手によって新しいかたちとなり、 

作品として再活用されるお仕事サロンの「循

環ボランティア」。 

ボランティアさんのアイデアと技術がたく

さん詰まった作品は、VCM 入口の常設展示で

もご覧いただくことが出来ます。お気軽にお

立ち寄りください。 

来場していただいた皆さん 
じっくり作品を見てくださって
います。 

様々な手芸作品が並びます 

当日、入口にも 
ディスプレを設けました 
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